ウエルブ六甲道連絡協議会　ご案内文書及び議事録

財団法人 神戸市都市整備公社　御中

拝啓　貴社ますますご清祥のことと心よりお慶び申し上げます。
また、私たちウエルブ六甲道も完成後10年を超え、熟成した街になりつつあります。これもひとえに各位の適正な管理の賜物と感謝申し上げます。

さて、経年変化と共に建物だけでなく人の高齢化問題を含め、地域としての安心安全で快適な地域コミュニティの在り方に関心が高まってきております。その様な中、私たちウエルブ六甲道各番館有志は昨年度から数回の会合を持ち、これからの住商環境について話し合いを続けて参ったところです。加えて、阪神淡路大震災は2年後には20年の節目を迎えることでもあり、東の拠点として再開発されたこのウエルブ六甲道でも、今一度、個々の棟を横断して街としての持続的発展を再確認したく考えております。

このような経緯の中、先般の会合においては神戸市並びに灘区役所まちづくり課の助言を得て、各番館の住宅・店舗の理事を含めた有志により「仮称ウエルブ六甲道まちづくり協議会」を発足する機運となりました。※別紙　議事録参照
ついては日頃、維持運営、管理について多大なご支援をいただいています各位にもご参加いただき、管理の側面より助言いただきたくここにご案内申し上げます。
末筆になりましたが、日常生活の平穏は管理のみならず、街そのものの発展にあると思います。より多くの区分所有者の幸福度を上げるための良質な管理の継続を願い、是非とも専門家としてご協力頂きたく重ねてお願い申し上げると共に、貴社のますますのご発展を心よりお祈りいたします。
敬具

記

日　時　2012年2月12日（日）　午後7時から
場　所　南八幡会館
議　題　「仮称　ウエルブ六甲道まちづくり協議会」発足について

2012年2月吉日
ウエルブ六甲道　各番館有志一同
仮事務局
[image: 新しい群・角印.gif]新しい群・都市住まい研究所
樽　　一　弥
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議事録
1. 日　時　1月22日　午後7時より
2. 場　所　南八幡会館
3. 議　題　まちづくり
4. 出席者　各棟　有志19名　（書記：渡辺）
5. 議　事
1 始めに
・街づくりについて前々から声かけしていたが一般に浸透させる術がないので、住民・行政参加型で進めて行きたい。 
・現状では有志の集まりであり認知されていない。従って、まちづくりの基本となる団体構成を果たし、多数の区分所有者に活動を周知して頂く必要があるが、各棟の守秘義務、規約上の制約で現状では文書配布はおろか掲示すらできない。 
・具体的な活動として、二年後には震災から20年になる。この節目に合わせ事業を行い、次の世代へと将来の街づくりに活かしたいと考える。

2 関係機関の連携について。
1). 街づくりにおいて、一年間呼びかけを行ってきたが地域住民・自治会に浸透していないのが現状である。
2). 今後震災を知らない世代にもウエルブ六甲道の街が引き継がれ、街づくりを担っていくが、その若い世代にも震災からの歴史や復興の取り組み、街づくりが伝わるような事業を考えるべきと思う。
3). 管理会社も含めて関係各位の知恵を集め、皆でこの街全体の将来を考える。やっていることに意味があれば住民・管理会社・自治会・管理会社も協働し合える。
4). 行政＝正当性の協力を得たとしても、組合理事や住民への情報公開は管理会社の協力なしでは難しい。各戸配布するという意見もあるが、マンションでは自由な投函は禁止されている。 
5). 地元の既存組織（自治会等）との連携を十分に行い、我々が行うべきことと既存組織が行える事を理解しながら進める必要がある。
6). 旧地権者寄りの提案は新しく住民になった者からは受け容れがたいし、まとまっていかない。新旧の住民が共感できる事業を行うべき。 
7). 管理会社に協力を得ることで管理会社から各理事会、理事会から住民への道筋ができ、管理会社発信で行える。さらに共通項は先達である自治会からの協力を得て、各々の立場を尊重しながら進めていくのが望ましい。


（合意事項）
1). 次回2/12の集会において管理会社に参加してもらい今後二年間に向けての活動を具体化していく。
2). 次回2/12の集会において「まちづくり協議会」を発足。

3 まちづくり協議会としての書物の作成
1). 過去・現在・未来　と3つのポイントで検証するのも一考。
・復興からの過去の状況を振り返る事により今後どのように街づくりしていくか考えていく。各組織の活動について街づくりの在り方に関心を持ち、街全体の広い視野で将来を考えるべき。
2). 後世に残る様な書物を創る。
3). 地域新聞の発行も住民意識に浸透する方法として考える。
4). 特定の方向からの目線だけで記すのではなく、住民・店舗・自治会・市・管理会社及び各種関係機関等、街全体の視点で見た六甲道の書物を創るべき。
5). 4）を達成する為には、より多くの分野の人に当会の活動に関心を持ってもらい、参加・協力して取り組む必要がある。

4 代表者の選任
1). 代表はビジネスありきの店舗より住宅側の人が適任であると思われる。
2). また、外部の学者や専門家を含めることは会運営のサポート役となるし、メンバーの負担を減らすことにつながる。
3). 昔からの発言力のある人の場合、相対する人がいる可能性もあるので立ち上がり当初の代表は好ましくない。
（保留及び決議事項）
1). 何人か推薦はあったものの今回は未選任に終わる。選任は次回に持ち越しとなる。

5 まとめ
次回、ウエルブ六甲道まちづくり協議会を発足し管理会社にも参加・協力も要請を行う。さらに今後は役所や住民等、各方面の方々に呼びかけることで「まちづくり」を浸透させたい。この活動がひいてはウエルブ六甲道の持続的な成長の一助になると考える。

6 次回日程 2月12日（日）午後7時より 
場所　南八幡会館
以上
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